
社同

中安

安
中
は
侶
越
線
高
崎
か
ら
三
っ
目
、
碓
氷
峠
の
裾

の
は
し
、
巾
山
道
の
旧
宿
場
町
。
朝
夕
の
上
州
三
山

の
眺
め
、
冬
倫
空
か
ら
っ
風
、
春
の
お
そ
霜
が

そ
の
風
物
。
一
八
七
四
年
ド
イ
ツ
版
凶
本
地
図
で
は

群
棗
内
の
地
名
は
安
中
と
一
島
だ
け
。
新
島
先
生

の
お
か
げ
て
早
く
知
ら
れ
た
も
の
か
。
先
生
は
天
保

十
四
年
(
一
八
四
己
江
戸
一
ツ
橋
の
安
中
藩
邸
に

か
つ
ぁ
き
ら
、
、

生
れ
、
藩
主
板
倉
勝
明
公
に
愛
で
ら
れ
、
十
四
歳
で

蘭
学
、
十
九
歳
で
数
学
、
航
需
を
学
ん
だ
こ
れ

が
若
き
日
の
先
生
を
知
的
に
目
ざ
め
さ
せ
た
ら
し

)
0
し

先
生
は
安
中
教
会
の
祖
で
あ
る
明
治
七
年
(
一

八
七
四
)
三
十
二
歳
滞
米
十
年
の
勉
学
の
の
ち
こ

こ
に
帰
り
、
西
洋
文
明
と
キ
リ
ス
ト
教
保
を
語
っ

九
。
そ
の
四
年
後
湯
浅
治
郎
夫
妻
を
初
め
男
女
二

0
名
が
先
生
か
ら
受
洗
、
安
中
教
会
を
興
し
た
。
彼

ら
は
湯
浅
が
建
て
九
養
蚕
所
を
改
築
移
転
し
て
「
碓

氷
会
堂
」
と
名
づ
け
、
一
一
十
六
年
問
こ
こ
に
礼
拝
し

た
。
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
今
の
広
い
土
地
に
、

大
谷
石
造
り
六
0
坪
、
ゴ
シ
ッ
ク
風
の
新
会
堂
を
建

て
、
右
も
こ
こ
に
移
し
て
日
曜
学
校
兼
二
葉
幼
稚
園

舎
に
允
て
、
そ
れ
に
加
え
て
武
,
塚
尾
敷
を
買
い
と
り
、

移
し
て
牧
師
館
と
し
た
総
工
費
一
ミ
一
八
八
円

公
厶
片
一
九
、
八
服
六
)
。
そ
の
女
案
推
進
者
は
湯

浅
翁
、
群
は
古
橋
柳
太
郎
氏
。
新
会
堂
正
面
玄
関

の
大
理
石
に
は
新
島
家
の
家
紋
「
根
笹
」
が
彫
み
こ

ま
れ
、
内
部
仕
上
げ
は
節
な
し
の
米
材
と
日
本
の
け

や
き
材
。
六
っ
の
米
国
製
大
型
球
形
シ
ャ
ン
デ
リ
ア

が
鄭
く
、
秋
吉
台
産
白
大
理
石
の
円
柱
と
小
川
三
知

F
の
会
窓
1
中
央
に
十
字
架
と
白
ゆ
り
、
左

右
に
べ
ツ
レ
ヘ
ム
の
星
と
ギ
リ
シ
ャ
語
略
字
「
キ
リ

ス
ト
」
を
配
し
た
ー
が
聖
型
飾
り
、
壁
に
繍

浅
一
郎
筆
「
新
島
襄
」
と
「
湯
溶
郊
」
と
「
ジ

エ
ロ
ー
ム
.
デ
ヴ
ィ
ス
」
、
岡
精
一
作
「
柏
木
義
圓
」

松
岡
系
「
海
老
名
弾
正
」
の
油
絵
像
が
美
し
い
。

い
ず
れ
も
名
作
中
で
も
新
島
像
は
先
年
愿
社
に

よ
っ
て
原
色
の
ま
ま
復
製
頌
布
さ
れ
た
。

会
堂
北
側
に
は
こ
の
十
年
閻
に
計
一
、
二
0
0
万

円
に
ヒ
る
二
葉
幼
稚
園
々
舎
が
次
々
に
建
て
ら
れ
、

二
0
0
名
の
園
児
が
喜
遊
し
て
い
る
。
吏
に
去
る
三

月
に
は
長
年
使
い
ふ
る
さ
れ
九
「
碓
氷
会
堂
」
が
「
教

育
館
」
と
し
て
近
代
的
に
改
築
さ
れ
、
教
会
学
校

金
蘭
占
少
年
倫
集
会
ほ
か
各
種
各
様
の
活
動
に
連

日
用
い
ら
れ
て
い
る
。

明
年
九
十
周
年
を
迎
え
る
こ
の
教
会
の
歴
代
の
牧

師
は
み
な
同
志
社
人
1
海
老
名
弾
正
、
杉
田
潮
、

柏
木
義
圓
、
江
川
栄
治
師
、
そ
れ
に
短
期
在
任
の
武

田
猪
平
、
増
田
悦
興
、
柏
木
・
讐
の
三
先
生
。
同
志

正
面
か
ら
み
た
安
中
教
会
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社
人
の
来
訪
も
絶
え
な
い
。
四
年
前
「
同
志
社
粘
神

研
究
会
」
と
大
書
し
た
旗
指
物
を
掲
げ
た
五
人
の
学

生
が
安
中
を
目
指
し
、
大
津
か
ら
中
仙
道
経
由
、
歩

い
て
き
た
。
昔
新
島
先
生
が
四
人
の
学
生
と
歩
い
た

足
跡
を
し
の
ぷ
た
め
と
の
こ
と
。

*

教
会
の
前
の
坂
を
お
り
、
四
辻
を
こ
え
、
橋
を
渡

る
と
、
そ
こ
に
新
島
学
園
が
見
え
る
。
終
戦
の
秋
、

湯
浅
正
次
氏
は
家
業
を
継
ぐ
に
当
り
、
亡
父
三
郎
氏

の
志
を
汲
み
、
影
か
ら
ぬ
資
金
と
土
地
建
物
を
捉
供

し
て
学
園
登
を
泱
意
し
た
。
家
人
が
そ
れ
を
支
持

し
、
一
族
が
賛
同
し
、
仁
徒
九
ち
が
歓
呼
し
た
。
様

挿
難
備
重
へ
、
肥
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七
)
五
月

五
R
端
午
の
節
句
の
H
、
碓
氷
川
畔
の
旧
蚕
種
τ
場

跡
に
開
校
、
生
徒
ハ
ニ
、
教
峨
員
一
 
0
名
、
理
麗

校
禽
浅
八
郎
博
士
、
校
晶
務
取
扱
江
川
栄
牧
帥

黒
極
白
器
不
白
由
し
、
教
室
は
土
足
、
服
装
は

ま
ち
ま
ち
。
だ
が
誰
も
か
れ
も
N
明
る
い
喜
び
、

望
み
に
溢
れ
九
。
翌
一
周
年
目
の
開
校
式
に
左
の
五

舟
が
公
表
さ
れ
た
。

、

キ
リ
ス
ト
教
を
徳
育
の
基
と
す
る
。

一
、
生
徒
を
愛
し
導
く
。

一
、
知
識
水
淮
↑
を
一
局
く
す
る
。

四
、
勤
労
を
尊
ぷ
。

五
、
広
く
世
界
を
友
と
す
る
。

学
園
の
評
判
は
良
か
っ
た
。
安
中
を
初
め
県
内
外

の
心
あ
る
父
兄
は
子
弟
を
送
っ
た
。
良
い
先
生
が
染

つ
九
こ
う
し
て
年
日
に
は
原
市
の
柏
木
隼
雄
牧

師
を
一
代
校
長
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
九
。
か
た
わ

ら
新
校
舎
が
建
ち
、
校
庭
が
拡
が
り
、
寮
舎
、
講
堂

か
で
き
た
。
柏
木
校
長
は
在
任
十
一
力
年
創
断
の

大
任
を
よ
く
果
た
し
、
昭
和
二
十
六
年
病
気
隠
退
さ

れ
た
。
次
で
同
八
月
同
志
社
大
学
学
生
部
長
岩
井
文

男
牧
師
が
就
任
、
こ
こ
に
学
園
は
飛
躍
前
進
充
実
の

時
を
迎
え
た
教
職
員
は
い
よ
い
よ
一
致
し
、
父
兄

は
動
き
、
盆
、
進
学
率
は
仕
ハ
に
」
山
ま
り
、
校
内
ク

ラ
ブ
活
動
は
活
漫
化
し
た
わ
け
て
も
蹴
球
都
は
咋

年
一
躍
全
罵
校
第
一
位
に
進
ん
だ
一
ガ
、
一
汝

備
と
し
て
凱
科
教
宅
を
作
り
、
体
脊
鯨
に
.
、
六
0

0
万
円
を
投
じ
、
こ
の
赤
は
約
四
、
 
0
0
0
万
円
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
一
階
建
の
寮
舎
叩
梨
取
し
北
。

現
系
徒
七
四
0
名
、
教
職
員
三
六
名
(
内
同
志
社

人
六
名
)
年
間
収
出
四
、
七
0
0
万
円
。
安
中
教
会

と
共
々
誓
先
生
の
生
き
た
黒
碑
。
最
近
は
共
学

も
論
議
さ
れ
て
い
る
。

*

系
記
霧
姦
木
の
入
口
を
左
折
す
る
と
新
島

先
生
の
父
民
治
夫
妻
の
旧
宅
が
あ
る
。

先
生
は
、
明
治
七
年
十
一
月
二
十
六
日
横
浜
着
、

東
京
よ
り
人
力
車
を
急
が
せ
て
二
十
八
日
夜
半
安
中

着
、
宿
屋
に
一
泊
、
翌
早
朝
、
こ
こ
で
両
親
と
涙
の
対

叩
。
こ
れ
ま
で
の
事
、
わ
け
て
も
ハ
ー
デ
ィ
夫
妻
の

恩
義
を
語
る
。
父
纏
極
ま
っ
て
「
ハ
ー
デ
ィ
様
は

神
さ
ま
だ
」
と
い
い
出
す
。
先
生
は
「
い
や
、
そ
れ

な
ら
ハ
ー
デ
ィ
家
が
信
仰
す
る
神
を
仁
ず
る
が
よ

＼ノ

い
」
と
お
し
と
ど
め
る
。
両
親
は
家
の
中
の
お
札
、

仏
像
な
ど
を
取
払
っ
た
。
家
は
の
ち
人
手
に
渡
り
、

荒
廃
し
た
が
、
去
る
三
十
九
年
安
中
市
が
三
0
0
万

円
を
出
し
、
こ
れ
に
地
元
、
県
内
、
伺
志
社
、
そ
の

他
の
有
志
の
窃
附
四
0
0
万
円
を
加
え
、
こ
れ
を
買

い
と
り
、
や
や
北
に
栗
し
、
慎
誓
冴
末
、
み

ど
と
に
普
の
姿
に
後
元
し
、
派
ね
て
こ
こ
に
往
時
を

し
の
鳶
々
を
歴
小
し
た
。
み
る
か
ら
に
一
柔
下
級

武
士
の
鋭
の
九
た
ず
ま
い
、
モ
の
暫
み
、
当
時
の
造

一
、
ま

、

作

手
什
晋
様
が
倒
に
浮
ぷ

な
お
こ
れ
よ
り
数
歩
の
と
こ
ろ
に
は
原
市
の
半
田

善
四
郎
氏
が
昭
和
二
十
七
年
独
力
で
建
立
寄
贈
さ
れ

た
「
新
島
嬰
先
生
記
念
碑
」
が
あ
り
、
そ
の
隣
に

は
日
本
新
体
詩
の
草
分
け
、
湯
浅
半
月
の
「
十
二
の

石
塚
」
の
郡
が
あ
る
。
昭
和
三
十
年
、
全
国
の
有

志
醸
金
に
ょ
る

(
校
友
・
安
中
教
会
牧
師
)
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